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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜入室状況＞
【転出】
・峠　友子様～東病棟Bユニット1号室→西病棟Bユニット23号室
・東野　愛様～東病棟Bユニット1号室→西病棟Aユニット41号室
・藤井　理代様～東病棟Aユニット16号室→西病棟Bユニット25号室

【転入】
・泉　沙耶様～西病棟Bユニット30号室→東病棟Bユニット1号室

＜患者様情報＞
・泉　沙耶様～左肩へゼプリオン水懸筋注75ｍｇシリンジ 1 キット実施
　　　　　　　右肩へフルデカシン筋注２５ｍｇ　１ｍＬ2V実施

・瀧澤　光輝様～食事摂取量低下、栄養状態不良のため点滴指示あり。点滴中身体拘束及びベルト、ミトン使用可。

・上山　博一様～経管栄養カテーテル交換実施。
　　　　　　　　腎機能低下ありジャヌビア中止、トラゼンタ5mgに変更。

・瀬川　高雄様～食事摂取困難のため主治医報告。採血指示あり。点滴追加指示ありキープとする。

・小ケ口 正壽様～血糖測定中止指示あり。

・飯田　修子様～肛門の疼痛、出血訴えあり主治医報告。ヘモポリゾン軟膏10日分処方あり。

・山下 多嘉子様～平賀内科クリニックの薬は自宅に見当たらなかったとのことで、明日、面会後代理受診してくるとの事。入院証明書準備しておくこと説明する。

＜皮膚科診察情報＞
・上山　博一様　左足～足底　水疱、表皮剥離　テラマイシン軟膏+ガーゼ保護」の指示あり
・高柳　和子様　頭部　左頸部　胸部】上背部表皮剥離あり、軟膏変更デルモゾールより
テラマイシン軟膏へ変更+ガーゼ保護
・飯田　修子様～両第一趾　発赤、腫脹、落屑　テラマイシン軟膏+ガーゼ

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放時、スタッフの隙を見て他室侵入あり早めに解放観察終了している。自室で全裸で過ごす。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時被害的な言動なく穏やか。不穏、興奮もない。多飲水傾向の為指摘している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。食事介助するが飲み込みの困難さあり各食数口程度。主治医より点滴、点滴中車椅子ベルト、ミトン着用可の指示あり。実施中トラブルなく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・磯嶋　茜様～身体拘束中。9時～16時観察開放実施。バルーン抜去。その後自排尿あり。再拘束も時間前に入室しスムーズ。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・佐々木　勇蔵様～終日隔離中。滅裂な言動持続し疎通困難。余暇時は臥床して過ごし不穏、興奮はない。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。11:00 一時的に泣き叫び希望にてリスペリドン内用液1P与薬。以降は不穏興奮なく、穏やかに過ごされている。拘束部位の循環障害・皮膚トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜入院患者様情報＞
①日　　時：令和8年7月14日　11:43
[bookmark: _GoBack]　氏　　名：槙 賢二（まき　けんじ）様
　生年月日：昭和16年3月3日(85歳)
　病　　名：混合型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：小栁Dr
　入院形態：東病棟Cユニット4号室

　＜経過＞
　　平成31年頃に頭痛を主訴におっとも脳神経クリニックを受診し、椎骨脳底
　動脈狭窄症の診断を受け、以後平和病院にて治療を継続していた。令和2年頃
　に前立腺癌の手術を行い、退院後より感情の起伏が激しくなり怒ったり泣い
　たりする様子が見られ、物忘れを指摘すると食事中に持っていた箸を突然投
　げつけるなどの易怒性の亢進もみられていた。物忘れもみられており、電話
　を切った後に誰とどのような内容を話していたかを忘れてしまうこともあっ
　た。また本人は部屋の片づけをしているつもりで、物を移動させたり元の場
　所に戻したり繰り返すこともあり。物の置き場所や物を紛失することが増え、
　服薬管理も困難な状態となった。令和4年1月頃頭痛を訴えていたことから、
　以前受診したことのあるおっとも脳神経を受診しようとしたが予約が取れず、
　受診はせず経過。同時期に車の運転免許更新のためにテストを受けたが、不
　合格であり2回目のテストで合格している。1度テストが不合格になった際に、
　やはり一度病院受診をしたほうが良いと感じ、大里脳神経リハビリテーショ
　ンクリニックを受診。その際に認知症の指摘を受けたかは不明だが一度のみ
　の受診であり、以後受診はせず。ただ、感情の起伏が激しく、気持ちの落ち
　込みがある際には、「死にたい」などと話す事もあった。その後も車の運転
　は続けるも、危険な運転もみられるようになった。鑑別診断、専門治療、介
　護申請を目的に令和4年6月23日に当院初診。当院外来通院し薬物療法を開始
　し、状態が落ち着いたことから一旦終診となるも、認知症の進行から周辺症
　状が悪化し、令和７年9月16日に再診となっている。薬物療法再開するも、易
　怒性は持続しており、認知機能低下も緩徐に進行。6月23日定期受診の際に、
　易怒性が目立つこと、夜間不眠で妻を1時間おきに起こすこと、デイサービス
　に行ってもウトウトしていること、冷蔵庫にいらない物を入れていること、
　靴ひもをといたり、結んだり同じ動作を繰り返すこと等あり、妻が対応に疲
　弊。家族からの希望あり、入院予定となる。本日当院受診。東病棟Cユニット
　4号室へ医療保護入院となる。

②日　　時：令和8年7月14日　13:40
氏　　名：杉本　明子（すぎもと　あきこ）様
　生年月日：昭和14年8月1日(86歳)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：小柳Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット　1号室

　＜経過＞
　令和元年頃にかかりつけ内科で物忘れの指摘があったが本人は自覚なく
怒ってしまい病院を変えた。仕事では電話をとっても話が理解できず、他人
にかかってきた電話を勝手に受けて切ってしまうことや実際にはないことを
あたかもあったように話すなどみられていた。お金の使い方が派手になり、
貴金属、株、デパートの洋服、友人とのランチなどで散財し合計数千万円を
使ってしまい貯金もほとんどなくなった。家族より認知症の相談があり令和
5年12月21日当院受診となった。諸検査の結果上記診断と判断したが薬剤治療
の希望なく終診。介護保険申請のための主治医意見書作成を希望して令和8年
4月2日当院を再診した。その後も内科などの受診や介護保険サービス利用
は拒否し、自宅のとブラを開けたままにして毎日何度も買物に行き数万を散財
する生活を継続していた。同年6月、類天疱瘡罹患し、服薬管理もできないため
同月25日八戸市立市民病院へ入院。しかし1時間も経たず無断離院し強制退院と
なった。自宅での生活困難に陥り施設入所までの環境調整目的で入院治療の希望
り、本日当院受診。東病棟Bユニット1号室へ医療保護入院となる。
